
工チオピア映画祭 をおえ て

こと の は じまり

1 C E S事務局の務さんから、はじめて

エチオピア映画祭の話があったのは 1997年

の6月ごろのことだった。もともと映画を観

ることが好きだった私は、 「学生が中心に

なって」という言葉に強くひかれて、飛びつ

いた。せっかく国際エチオピア学会の手伝

いをするなら、人に使われるよ りは自分た

ちでつくりあげていくほうがいい、そんな

考えがあ った。いま思うと 、フィJレムや映写

機にさわったこともないのに、少々甘くみ

すぎてたかもしれない。実際、映画祭を運営

していくなかでさまざまなトラブルに見舞

われてしまう。

もともとこの映画祭の企画は、今回の招

待監管の一人であるイェマネ・デミ ッシー

(Yemane I.Demissie)さんの方か らもちだ

されたものだ った。 最初に監督から手紙に

よる打診があったのは、 96年 11月のことで、

それ以降は瀞さんが監督とかmailで連絡を

とっていた。イェマネさんの意欲は相当な

ものだったらしく、 こちらが返事をしなく

ても、何度も具体的な企画を提案してきた

そうだ。務 さん日く「監督の粘り勝ち」だと

か。そういうイェマネさんの熱意の甲斐も

あって、 97年の 7月 2日、日本ナイル・エチ

オ ピア学会の運営幹事会 において 、「広く 学

生や一般の方にエチオピアへの認識を深め

てもらう」という趣旨で エチオピア映画祭

の実施が正式に提起される。そして 7月から

は事務局の多治見さんが瀞さんにかわ って、

監督との連絡や航空券の手配などの手続 きに

とりかかった。

ふたりのヱ チオピア人監 督

当初、イェマネさ んの方からは他にも 4

人ほどのエチオピア人監督のリストが送ら

れてきていた。9月頃には、その中から女性

監管のセ ー レ ム ・ メ ク リ ア (Salem
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松村圭一郎

Mekuria)さんを今回の学会に招待する こと

がきま った。こ こで簡単に 二人のエチ オピ

ア人映画監督の紹介をしよう 。

イェマネ・デミッシーさんは、 UCLAで映

画製作を学び、 M.F.A (Master of Fine 

A r t s )を取得 。 19 8 7 年の初監督作品

“KENTU"では、アメリカの大学を卒業した

エチオピアの若者が祖国に帰るべきか苦悩

する姿を描いた 。 1989年 には、アメリカに

はじめてや ってきたエチオピア人の経験を

描いたコメデイ 一、“ BAHER MADO 

NURO“を発表。その後、二人のエチオピア

人監督の作品にかかわるかたわら、南カリ

フォ Jレニアで 3作目の撮影をつづけ、 1996

年 には今回の映画祭で上映した "GlR-GIR"

を完成させる 。この "GIR-GIR"は 5年もの

歳月をかけてつくられた、イェマネさんに

とって最初の長編映画で、各国の映画祭に

招待されていくつもの賞を受賞している。

彼はさわやかな笑顔が印象的な人で、その

にこやかさの奥には知性を感じさせた。私

たちは、とりあえず「ヤマネ(山キ艮?)さん」

とよんでいた。.

セーレム メクリアさんは、独立の監督と

して映画を製作する 一 方で、マサチュー

セ ッツ ナ|‘|のウェルズリ一大学で映像芸術の

教鞭をとっている 。また、長年にわたって公

営テレピのドキュメンタリー製作にたずさ

わり、アフリカの女性と開発の問題に焦点

をあてた作品づくりに取り組んできた 。彼

女が監督した代表的な映画には、 黒人コ

ミュニテ イの生 活を描写した“ oU R 

PLACE IN THE SUN" (1988)、ノ1ー レー

ム 出 身 の 作 家 ド ロ シ ー ・ ウ エ ス ト の 肖 像

“AS 1 REMEMBER IT" (1991)がある。 こ

のふたつの映画は、いずれもエミー貨に ノ

ミネートされている。そして、今回上映した

のが“SIDET: FORCED EXILE" (1991) 

と“YE WONTZ MAIBEL : DELUGE" 



イエマネ ・デミッシー監督

(1997)の 2編。ともにドキュメンタリー映

画で、それぞれ難民と学生運動という政治

的な テーマをf及っている。ドレッド ・ヘア ー

をなびかせて楓爽と歩く姿は、まったく年

を感じさせない。彼女の数々の厳しい注文

には悩 まされたが、それは彼女の映画づく

りに対する真剣な姿勢のあらわれでもあっ

た。

1 1月の半ばに私たちがまずとりかかった

のは、ポスターづくりである。ポスターのイ

メージは 、二人の監督から送られてき て い

た写真からおおよそできていたのだが、笑

|襟につくってみるとなかなか思いどおりに

はならない。パソコンの画面に向かいなが

ら、数ミリの世界でレイアウトの試行錯誤

をかさね、一晩でなんとか形にした。一週間

ほどで印刷ができあがり、大学構内だけで

なく、映画館や レンタル ピデオ居、喫茶庖や

アフリカ料理屋に まで配り歩いた。英語字

幕しかないため、本当に観にくる人がいる

のか心配であったが、とにかく 12月 12日の

本場を待つしかなかった。

ちょうどそのポスターづくりにかかろう

としていたとき、あらたにもう 一 人の民族

誌映画の監督を招待するという話がもちあ

がっていた。エチオピア西南部の民族、ハマ

jレの研究で知られる、 ドイツの文化人類学

者、イヴオ・ストレツカーさんである。ィ

ヴォさんは福井勝義先生の古くからの友人

であり、言語学者であるジーン ・ライダJレさ

セーレム・メ

クリア監督

んや、映画作家のジョアンナ・ヘッドさん

とともに、ハマルについての民族誌映画を

数本製作していた。学会中の 12月 14日に、

“THE FATHER OF THE OOATS"(lvo)、

“THE WOMEN WHO SMILE" (Jean/ 

Joanna)、“TWOOIRLS 00 HUNTINO" 

(Jean/Joanna)、“WORRYAND HOPE IN 

THE FACE OF DROUOHT"(Jvo)、 “THE

SONG OF THE HAMAR HERDS肘IAN"

(Ivo!Jean)の 5作品を上映することになっ
h 

，~。

トラブル続きの初上 映

12月 12日。 エチオピア人の 2人の監督の

作品を京大会館で上映する日である。夜明

けごろにやっとパンフレットが完成する。

当日は、まさに 「トラブJレつづき」だった。

まず、朝の監督とのミ ーティングのなかで、

「京大会館は遠くて学会参加者が行けな いで

はないか」とクレ ームがついた。こちら側と

しては、一般の方 を対象として考えていた

ので、学会参加者の移動については何の準

備もしていなかった。結局、スタッフの学生

一人に市営パスをつかって案内してもらう

ことにした。

ミーティングを終えて京大会館にもどる

と、あらたに重大な問題がおこっていた。ヤ

マネさんのフィルムが、映写機にセットす

るためのリー jレに巻かれてい なかったので

ある。このままでは上映できない。急濯 、予

備のリー Jレにフィ jレムを巻きつける作業に

とりかかる。幸いヤマネさんの映画はプロ

グラムの最後であったが、 2時間分 4本の
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[写真]エチオピア映画祭の鍛客。 97.12.12京大会館。

リー Jレを手作業で巻きつけるなど不可能に

近かった。しかも、一度リールに巻きつけた

としても、再度別のリ」ルに巻き直さなけ

れば、頭から上映ができない。すでに開会の

時間はすぎ、会場に入った 50人ほどの人た

ちのあいだには、いつにな ったら映画祭が

はじまるのかといったそわそわとした雰囲

気がただよっていた。

とりあえず、プログラムどおり東京大学

の石原美奈子さんに映画の背景についての

解説をはじめてもらった。その問スタッフ

は控室でヤマネさんのフィルムと格闘をつ

づける。 石 原 さ ん に は 少 し 長 め に 時間をひ

きのばしてもらうが、もう上映予定を 15分

も過ぎている。メクリアさんの“SIDET"の

上映の準備にとりかからなければならない。

きちんとリハ ーサルをする時間もなかった

が、なんとか映像はスクリ ー ンに映った。し

かし、そこでメクリアさんが“Stopit!"と

声をあげた。

「画質が悪い。こんなのは上映できない」。

会場では、やっとはじまったばかりの映画

がすぐに ま た 消 え た こ と で 、 ざ わ めきが起

こっていた。「このまま上映するなら、わた

しは見ないj。メクリアさんは会場を出て

行ってしまった。つぎの上映準備もできて

いないうえ、この映画を上映しなければヤ

マネさんのフィルムも間に合わない。われ

われとしては、上映をつづけるしかなかっ
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た。

この後は、メクリアさんへの謝罪、

ヤマネさんのフィルムを巻くための映

写機と新たなリー Jレの追加注文、つぎ

のメクリアさんの上映準備、と映画を

みている暇などなか った。い ま思え

ば、すべての映画を上映できたこと自

体、奇跡的だ った。わたしは、不手際

の連続で、正直い って打ちひしがれて

いた。映画を観おわった観客の一人

が、「運営がよかったJと声をかけてく

れたというのを聞いて、なにか複雑な

気持ちになった。

学会会場での上映会

12月14目。朝 10時から夜 8時まで、ホテ・

サンフラワー京都の「平安の間Jで映画を上

映することにな っている。当初は、イヴォ さ

んの映画だけを上映するはずだった。とこ

ろが、学会参加者にも見てもらいたいとい

う監督側からの強い要望があり、前回メク

リアさんの..SlDET"がうまく映らなかった

こともあ って、二 人 の エ チ オ ピ ア 人 監 督 の

[写真]民族誌映画の解説をするイヴォ・ストレッ

カー教授。 97.12.14ホテルサンフラワー。



三つの作品もあわせて上映することになっ

た。

2度 目で の失敗は許されない。 14日の前

の晩 も、徹夜で機材のセッテイングとリ

ハーサルにかかった 。 そんな準備に追われ

ていた、午前 4時。事件はおこった。映写機

の微妙な位置調整をおこなっていたところ、

土台にしていた長机の脚が折れ、 2台の映

写機が床にたたきつけられてしまったのだ。

映写機のアームがとれ、本体も破鎖してい

る。しばらくは、なんとか機材を直そうとあ

がいてみたものの、どうにもならない。冷静

な自分をとりもどすまで l時間はかか った。

もう映画祭をこのまま続行する自信はな

かった。

夜が明けてから、重田先生に「ここでやめ

るわけにはいかないだろう」という言葉を

いただき、新たな映写機の手配にかかる 。時

間はない。映写機が到着するまでの関にで

きるだけのことをおわらせる。張りつめた

時が流れる。

朝 10時。ほほ時間どおりの開会。観客も

20人ほど入る 。 3作品目ぐらいまできて、

やっと映画を観る余裕がでてくる 。会場に

来たのはほとんどが学会参加者だった。

セッションのあいまをみながら、予想を上

回る数の人がきてくれた。 12日のときとお

なじく、上映後は l作品ごとに監督との質

疑応答がおこなわれた。なかには非常に議

論が白熱する こともあ って、時間を気にし

ながらの上映がつづく。

8時半すぎに終了。最後に上映された

"SIDET"もきれいに映る。すべて上映しお

わった後で、 2人のエチオピア人監管から

も笑顔で「パーフエクト」という言葉をもら

う。学会参加者からは「映画はもうやらない

のかJと何度も声をかけられた。「僕もやり

たいんですがJ。最後はそう思えるように

なっていた。

エチオピア映画祭をおこなうにあたって

は、多くの方にお世話になった。石原美奈子

さんには、会場で解説をしていただいただ

けでなく、パンフレットに映画の背景とな

るエチオピアの社会情勢の説明を舎いてい

ただいた 。おなじく、都立大の増田研 さん に

も、ハマルやイヴォさんの映画についての

解説を嘗いていただいた 。学会事務局のi惨

さんと多治見さんには、監督との連絡やチ

ケットの手配な ど、「学生が主体となっ て」

といいながらも、結局、繁維な手続きはまか

せっきりであった。そして、たび重なるトラ

ブルをともに乗り越えていき、「映像技師J
になる夢をかなえた望月幸治くんや、ポス

ターとパンフレットづくりに「エンジニアJ
ぶりを発揮してくれた左古将規くんをはじ

め、京都大学フィー Jレドワーク研究会のメ

ンパーの協力がなければ、この映画祭は開

催できなか った。この場をか りて、みなさん

にお礼を 言いたい。

(まつむらけいいちろう

京都大学総合人間学部)

追記:エチオピアからのニュースによれば、

セ ー レム・メクリア監督の "YE  WONZ 

MAIBAL" は、 1998年 7月に アジスアペパで

初上映されたという 。
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